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必要とされる 4 L/min 前後の補助流量を維持するためには，内径 5 -6 mm の送/脱血カニューレが必要であるこ
とが判明した。
2 )上記結果より， 21Fr. 経心房中隔左房脱血カニューレ(内径: 5.3mm) を作成した。装着は，心臓カテーテル
検査における心房中隔穿刺経心房中隔左心力テーテル検査法にて用いられる Brockenbrough 針を用いて，心房中隔
穿刺を行い，左房内にガイドワイヤーを留置し，その後はこのガイドワイヤーを用いたカテーテル交換法にて，穿刺
部を拡張し， 21Fr. 経心房中隔左房脱血カニューレを左房内に留置した。 8 例中 3 例では経食道心エコー法を併用
した。 18Fr. 大腿動脈送血カニューレとの組み合わせで遠心ポンプ CBiomedicus， B P -80) を用いた閉鎖回路に
より，左房一大腿動脈バイパスを行った。
従来からの治療法では救命し得ないと判断された，重症心不全の 8 例，急J性心筋梗塞に伴った重症心不全 5 例，末
期心筋症 2 例，関心術後重症心不全 1 例に臨床応用した。どの症例も，大量の強心剤投与下，大動脈内バルーンパン
ピングまたは経皮的心肺補助下に，進行する心不全状態を呈していた。経皮的左心補助システムの装着は心臓カテー
テル検査室にて，局所麻酔下に30-60分の操作にて行えた。経皮的左心補助により 3 -4 L/min の流量補助が得ら
れ，循環動態は著明に改善した。 76-284時間(平均: 159時間)の補助により，心機能の改善が得られた 3 例が左心




























ていると判断されていた。経皮的左心補助により 3 -4 L/min の流量補助が得られ，循環動態は著明に改善した。
76-284時間(平均: 159時間)の補助により，心機能の改善が得られた 3 例が左心補助より離脱し，その内，急性心
筋梗塞の 1 例が長期生存し得た。
経皮的左心補助法の初期臨床導入における成績は満足できるものではないが，人工循環の効果は開胸下装着心室補
助法と比べて遜色するものではく，重症心不全治療体系における期待される新しい機械的循環補助法であり，またそ
の開発および臨床的研究は新しい知見であり，本研究は学位に値するものと考える D
円。円べ
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